
別紙１
年 月 日

　宇部市交通事業管理者　　様
（元請業者名）

１　元請工事の内容
①　工事担当課名
②　工事名
③　請負代金（千円）
④　工期

２　下請工事の発注状況
①　下請業者へ発注した下請工事代金の総額（単位：千円） →

②　上記下請工事のうち市外業者へ発注した工事の内訳

合　計

オ　事由コード

下請工事発注・資材利用状況報告書

ア　下請業者名 イ　本社所在地 ウ　下請工事内容 エ　下請代金（千円）



別紙２－１
３　建設資材の購入状況（土木系建設工事）

コンクリート・セメント 生コンクリート（㎥）

セメント（t）

コンクリート２次製品 側溝（個）

ブロック（個）

その他（個）

鉄鋼類 異型棒鋼（t）

鋼矢板（t）

鋼管（t）

その他（t）

石材類 砂（㎥）

砕石（㎥）

捨石（㎥）

その他（㎥）

アスファルト合材 アスファルト合材（t）

木材 木材（㎥）

植樹用樹木 植樹用樹木（㎥）

カ　購入先の名称
オ　購入先
（市内市外別）

エ　事由

　　コード
ウ　うち市外産分区分

品　　　目

（大分類）

01

02

03

イ　うち市内産分ア　購入数量
品　　　目

（小分類） （単位）
区分

041

042

071

043

044

051

061

04

05

06

07

032

033

034

011

012

021

022

023

031



別紙２－２
３　建設資材の購入状況（建築・設備系建設工事）

コンクリート 生コンクリート（㎥）

鉄鋼類 異型棒鋼（t）

Ｈ型他各種鋼材等（t）

石材類 砕石（㎥）

その他（㎥）

防水（屋根） アスファルト防水（㎡）

シート防水（㎡）

塗膜防水（㎡）

屋根葺き材 金属板類（㎡）

金属製建具等 サッシ（箇所）

シャッター（箇所）

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ他簡易間仕切等（㎡）

ガラス ガラス（㎡）

受変電設備 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ式高圧受変電設備（箇所）

電線管類 電線管類（m）

電線・ケーブル類 電線・ケーブル類（m）

盤類 分電盤・動力盤（面）

端子盤（面）

照明器具 照明器具（台）

管類 配管材（m）

機械設備 水槽・ポンプ類（台）

衛生器具水洗類（個）

空調設備 冷暖房機器（台）

換気機器（台）

木材 木材（㎥）

カ　購入先の名称
（大分類） （小分類） （単位） 　　コード

02

04

11

15

14

（市内市外別）
ア　購入数量 イ　うち市内産分 ウ　うち市外産分

エ　事由

01 011

区分
品　　　目

区分
品　　　目 オ　購入先

16

03

05

06

07

08

09

10

12

13

043

051

061

062

063

071

021

022

031

032

041

042

152

161

131

141

142

151

081

091

101

111

112

121



別紙３
４　リサイクル製品の利用状況

　建設資材の購入状況（別紙２）に入力した建設資材のうち、リサイクル製品に該当するものがあれば、下表の品目（小分類）ごとに「購入数量」と「購入数量のうち市内で生産

されたものの数量」及び購入先の商号を入力（記入）してください。

コンクリート・セメント 生コンクリート（㎥）

・　高炉Ｂ種及びＣ種又は

　フライアッシュＢ種及び セメント（t）

　Ｃ種を含む製品

コンクリート２次製品 側溝（個）

・　都市ゴミ溶融スラグ、

　鉱滓スラグ、石炭灰等 ブロック（個）

　から製造された製品

その他（個）

石材類 再生クラッシャーラン（㎥）

・　コンクリート塊等や鉱

　滓スラグなどから製造 再生上層路盤材（㎥）

　された製品

その他（㎥）

アスファルト合材 再生アスファルト合材（t）
・　アスファルト塊、都市ゴミ溶融ス

　ラグ、鉱滓スラグ等を含む製品

木材 木材（㎥）

・　間伐材等から製造さ

　れた製品

その他の資料 緑化（廃棄物等から製造された吹付材等）（㎥）

・　その他廃棄物から製 肥料（伐採木等から製造）（㎥）

　造された製品 磁器タイル（汚泥等）（㎡）

カ　購入先の名称
（大分類） （小分類） （単位） 　　コード

02 021

012

023

022

03 031

（市内市外別）
ア　購入数量 イ　うち市内産分 ウ　うち市外産分

エ　事由

01 011

区分
品　　　目

区分
品　　　目 オ　購入先

032

05

06

063

061

062

033

051

04 041



１　元請工事の内容（別紙１）

①　「工事担当課名」欄には、当該工事を担当した課名を入力（記入）してください。

②　「工事名」欄には、請負契約書記載の工事名をそのとおり入力（記載）してください。

③　「請負代金」欄には、変更契約があった場合、変更契約後の金額（消費税等を含む。）

　を入力（記入）してください。

④　「工期」欄には、工期に変更があった場合は、変更後の工期を入力（記入）してください。

２　下請工事の発注状況（別紙１）

①　本工事において、貴社が下請業者へ発注した下請工事代金の総額を入力（記入）して

　ください。（１次下請工事のみ、千円単位、消費税等込の金額）

②　下請工事代金の総額のうち市外業者に発注した下請工事の内訳の表には、下請業者

　のうち市外に本社所在地がある建設業者に関し、次の各項目について該当の欄に入力

　（記入）してください。

　ア　下請業者名＝当該下請業者の商号を入力（記入）（○○建設株式会社→○○建設㈱

　　と略して入力（記入））します。

　イ　本社所在地＝当該下請業者の本社所在地を、県外の場合は表１の都道府県コード表

　　から該当する番号を入力（記入）します。なお、県内の場合は市町村名を入力（記入）し

　　ます。）

　ウ　下請工事内容＝当該下請工事の工事内容を表２の下請工事内容コード表から該当す

　　る番号を入力（記入）（例：下請工事の内容が型枠工事の場合は「０２」と入力（記入）しま

　　す。

　オ　事由コード＝下請工事を市外業者に発注した理由について、表３の事由コード表から

　　、該当する番号を入力（記入）します。

表１：都道府県コード表

表２：下請工事内容コード表

大工工事 電気工事

型枠工事 冷暖房（空調）設備工事

千葉県

東京都

神奈川県

「下請工事発注・資材利用状況報告書」の記入要領

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県 ０５ １９ ３３

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

新潟県

富山県

石川県

山形県

福島県

長野県

岐阜県

０２ ２１

１４ ２８ ４３兵庫県 熊本県

コード番号 下請工事の内容 コード番号 下請工事の内容

０１ ２０

１２ ２６ ４１京都府 佐賀県

１３ ２７ ４２大阪府 長崎県

１０ ２４ ３９三重県 高知県

１１ ２５ ４０滋賀県 福岡県

０８ ２２ ３７静岡県 香川県

０９ ２３ ３８愛知県 愛媛県

岡山県

０４ １８ ３２ ４７島根県 沖縄県

０７ ２１ ３６徳島県

０６ ２０ ３４広島県

福井県

山梨県

０２ １６ ３０ ４５和歌山県 宮崎県

０３ １７ ３１ ４６鳥取県 鹿児島県

都道府県名 都道府県名 都道府県名 都道府県名コード表 コード表 コード表 コード表

０１ １５ ２９ ４４奈良県 大分県



左官工事 給排水・給湯設備工事

仮設工事 ダクト工事

解体工事 タイル工事

杭工事 鋼構造物工事

土工事 鉄筋工事

コンクリート工事 舗装工事

地盤改良工事 しゆんせつ工事

地すべり防止工事 板金工事

外構工事 ガラス工事

道路附属物設置工事 塗装工事

はつり工事 防水工事

石工事 内装工事

屋根工事 建具工事

熱絶縁工事 電気通信工事

造園工事 ボーリング工事

機械器具設置工事 ボーリンググラウト工事

消防施設工事 その他の工事

表３：事由コード表（市外業者に下請工事を発注した理由）

市外業者でなければ施工できない特殊な工事のため

市外業者のほうが下請工事代金が安いため

市内業者の施工能力（実績）がよく判らないため（又は、取引関係がある市内業

者がいないため）

下請工事業者が自社の関連会社、又は協力会社であるため（注：「関連会社」と

は自社の子会社等をいい、「協力会社」とは、年間契約等に基づき専ら貴社の

下請工事を施工する建設業者をいう。）

その他の理由

３　建設資材の購入状況（別紙２）

　別紙２に、本工事において貴社が購入した建設資材（下請業者が購入した資材を含む。）

に関する以下のア及びイの項目について、該当の欄に入力（記入）してください。

　ア　事由コード＝表４の事由コード表から、該当する番号を入力（記入）

　イ　購入先（市内市外別）＝表５の購入先コード表から該当する番号を入力（記入）

表４：事由コード表

すべて市内産資材を購入した場合

市内産資材を全量購入しなかった場合、その事由について該当コード番号を記入

市内で製造・生産されていない資材のため

市外で製造・生産された資材のほうが価格が安いため

市外で製造・生産された資材のほうが品質が良いため

市内産だけでは必要な量が確保できなかったため

資材の購入先が市内で製造・生産された資材を取り扱っていないため

その他

表５：購入先コード表

３

４

１

コード番号

４

コード番号

５

６

事　　　　　由

事　　　　　由

１

２

３

５

事　　　　　由コード番号

１８ ３７

１５ ３４

１６ ３５

２

７

１９ ３８

１３ ３２

１４ ３３

１１ ３０

１２ ３１

１７ ３６

１０ ２９

０５ ２４

０６ ２５

０７ ２６

０３ ２２

０４ ２３

０８ ２７

０９ ２８



購入先の本社が市内にある場合

購入先の本社は市外であるが、市内に営業拠点等（代理店、営業所、工場等）がある場合

購入先の本社が市外であり、営業拠点等（代理店、営業所、工場等）もない場合

４　リサイクル製品の利用状況（別紙３）

　本工事において使用した別紙２記載の建設資材のうち、リサイクル製品に該当するものが

あれば、以下のア～カの各項目について、該当の欄に入力（記入）してください。

　ア　購入数量＝品目ごとの購入数量を入力（記入）※下請業者が購入した建設資材も含

　　みます。

　イ　うち市内産分＝購入数量のうち、市内の製造施設（プラント、工場等）で製造・生産さ

　　れた建設資材の数量を入力（記入）※市外に本社がある会社の製品であっても、市内で

　　生産されたものは市内産に該当します。

　ウ　うち市外産分＝購入数量のうち、市外の製造施設（プラント、工場等）で製造・生産さ

　　れた建設資材の数量を入力（記入）※市外に本社がある会社の製品であっても、市内で

　　生産されたものは市内産に該当します。

　エ　事由コード＝表６の事由コード表から、該当する番号を入力（記入）

　オ　購入先（市内市外別）＝表７の購入先コード表から該当する番号を入力（記入）

　カ　購入先の名称＝当該資材の購入先の名称を記入（入力）。なお、購入先が複数であ

　　る場合は、上位３社まで入力（記入）

表６：事由コード表

すべて市内産資材を購入した場合

市内産資材を全量購入しなかった場合、その事由について該当コード番号を記入

市内で製造・生産されていない資材のため

市外で製造・生産された資材のほうが価格が安いため

市外で製造・生産された資材のほうが品質が良いため

市内産だけでは必要な量が確保できなかったため

資材の購入先が市内で製造・生産された資材を取り扱っていないため

その他

表７：購入先コード表

購入先の本社が市内にある場合

購入先の本社は市外であるが、市内に営業拠点等（代理店、営業所、工場等）がある場合

購入先の本社が市外であり、営業拠点等（代理店、営業所、工場等）もない場合

２

３

コード番号

コード番号 事　　　　　由

１

３

４

５

６

事　　　　　由

１

２

１

２

３

７
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